
顔なじみのメンバーで楽しいひと時を（令和６年９月28日、佐賀児童館）
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
時
節
の
変
化
は
早
く
、

猛
暑
が
終
り
、
朝
晩
の
冷

え
込
み
が
進
む
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
会
で
は
石
破
内
閣
が

誕
生
し
、
解
散
、
衆
議
院

選
挙
へ
と
進
み
、
我
が
黒

潮
町
で
は
、
大
西
町
長
が

返
り
咲
き
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
が
待
っ
た
な

し
で
進
み
、
少
子
高
齢
化

の
歯
止
め
も
か
か
ら
な
い

現
状
下
、
住
民
、
行
政
、

議
会
が
共
に
協
調
し
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
仕
組
み
作
り
を
模
索
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
今
後
も
、
地
域
に
足
を

運
び
、
住
民
の
声
を
町
に

届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
山
本 

牧
夫
） 



■
児
童
手
当

　
　
　
　   

２
２
８
９
万
円

　
令
和
６
年
10
月
分
か
ら
実

施
す
る
所
得
制
限
の
撤
廃
、

高
校
生
年
代
ま
で
の
支
給
期

間
の
延
長
、
多
子
加
算
に
つ

い
て
は
、
第
３
子
以
降
３
万

円
と
い
っ
た
児
童
手
当
制
度

の
拡
充
に
伴
う
費
用
。

■
修
繕
料
　
　
３
８
７
万
円

　
台
風
等
の
風
水
害
な
ど
に

よ
り
、
集
落
の
水
路
や
道
等

の
修
繕
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
以
後
の
修
繕
予
算
に
不

足
が
生
じ
る
見
込
み
の
た
め

の
も
の
。

■
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制

度
改
正
に
伴
う
改
修
委
託
料

　
　
　
　
　
　
１
２
１
万
円

■
定
額
減
税
対
応
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
１
８
１
万
円

　
こ
の
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種

の
対
象
者
と
、
個
人
の
負
担

割
合
は
。

　
ま
た
、
こ
れ
の
案
内
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
対
象
者
は
、
現
状
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
、
60
歳
か
ら

64
歳
の
方
で
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
方
、
生
活
保
護
を
受

給
の
方
が
対
象
。

　
負
担
割
合
は
、
生
活
保
護

対
象
の
方
は
、
負
担
な
し
だ

が
、
65
歳
以
上
の
方
、
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
方
に
つ
い

て
は
、
一
部
自
己
負
担
で
考

え
て
い
る
。

　
現
在
の
国
の
提
示
に
よ
る

と
、
自
己
負
担
は
３
３
０
０

円
を
想
定
し
て
い
る
が
、
ワ

ク
チ
ン
単
価
に
よ
り
増
減
は

考
え
ら
れ
る
。

　
案
内
は
、
現
在
、
ワ
ク
チ

ン
価
格
が
未
定
な
の
で
、
定

ま
り
次
第
、
対
象
の
皆
さ
ま

に
案
内
し
た
い
。

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

　
９
３
８
５
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１

５
億
４
４
７
９
万
円
と
す
る

も
の
。
　

　
主
に
６
月
18
日
の
降
雨
災

害
に
関
連
の
が
け
崩
れ
対

策
、
及
び
農
業
災
害
復
旧
工

事
関
連
の
補
正
と
な
っ
て
お

り
、
早
期
着
工
、
改
善
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
専
決

処
分
を
行
な
っ
た
も
の
。

■
測
量
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
１
千
万
円

　
災
害
関
連
の
測
量
設
計
。

■
が
け
く
ず
れ
住
家
防
災
対

策
事
業
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
１
２
０
０
万
円

　
が
け
く
ず
れ
住
家
防
災
対

策
事
業
工
事
２
件
分
。

■
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
請
負
費
（
22
件
分
）

　
　
　
　
　
６
９
５
０
万
円

■
農
地
災
害
復
旧
工
事
請
負

費(

７
件
分 )  

２
２
０
万
円

　
　
　
　
　
　
承
認（
全
員
）

●
令
和
６
年
度
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　
予
算
額
を
４
千
万
円
増
額

し
、
収
入
の
合
計
を
10
億
８

７
４
８
万
円
に
。
ま
た
、
支

出
の
合
計
を
11
億
６
７
７
８

万
円
と
す
る
も
の
。

　
内
容
は
、
６
月
18
日
の
降

雨
に
よ
り
被
災
し
た
水
道
管

の
復
旧
に
係
る
補
正
。

　
早
期
着
工
、
改
善
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
。

■
詳
細
設
計
委
託
料
　
　

　
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

■
水
道
管
災
害
復
旧
工
事
請

負
費
　
　
　
３
６
０
０
万
円

　
　
　
　
　  

承
認
（
全
員
）

（令和６年 10月１日、ヤモウジ団地）

多
子
加
算
な
ど

 

児
童
手
当
制
度
拡
充

降
雨
災
害
等
の
　

　
早
期
復
旧
を

被
災
水
道
管
の

　
　  

早
期
復
旧
を

シ
ス
テ
ム
改
修

　
　 

２
件
を
委
託

台
風
等
の
風
水
害
へ

 

見
込
み
予
算
を
追
加

宮
地 

葉
子 

議
員

野
村 

健
康
福
祉
課
長

【
専
決
処
分
２
件
の
承
認
】

蜷
川
地
区
の
農
道
路
肩
崩
落

　
　    

（
令
和
６
年
６
月
下
旬
）

大
方
橘
川
地
区
の
農
道
路
肩

崩
落
（
令
和
６
年
６
月
下
旬
）

■
予
防
接
種
委
託
料

　
　
　
　
　
３
６
６
７
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
と
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
、
既
存
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
と
同
様

に
定
期
接
種
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
単
価
、

及
び
接
種
人
数
を
見
込
み
、

必
要
額
を
補
正
す
る
も
の
。

９月定例会

●
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

多
子
加
算
や
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
に

１
億
円
余
追
加
し 

総
額
１
１
６
億
５
千
万
円
弱
に

　
１
億
１
９
８
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
６

億
４
６
７
８
万
円
と
す
る
も
の
。
　

　
概
要
は
、
障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
制
度
改
正
や
定
額
減
税

対
応
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
の
追
加
増
額
。

　
各
種
事
業
負
担
金
の
精
算
に
よ
る
返
還
金
及
び
児
童
手
当

な
ど
の
増
額
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
委
託
や
各
種
事
業
負
担
金
の
精
算
に
よ

る
返
還
金
な
ど
の
増
額
。
公
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境
施
設
整
備
費
補
助
金
返
還
金
な
ど
の
増
額
が
主
な
も

の
。
　
　

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
歳
入
は
、
普
通
交
付
税
の
額
の
確
定

に
よ
る
増
額
、
国
・
県
支
出
金
及
び
町
債
な
ど
の
特
定
財
源

を
充
当
し
、
基
金
繰
入
金
で
収
支
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決
（
全
員)

主
な
補
正

コ
ロ
ナ
対
策
で

  

定
期
接
種
体
制
を

令和６年

道沿いに色どり添える彼岸花（令和６年 10月１日、中の川）

　９月６日から 18 日まで開催。令和５年

度一般会計・特別会計の決算、令和６年

度一般会計補正予算、条例の一部改正、

辺地計画の変更・策定などの 31 議案が提

出され、全議案が認定、可決、承認された。

　また、一般質問では 10 議員が町政への

質問・提案をした。
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水
野

佐
知

議
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
今
ま
で
１
カ
所
に
つ
き
、

　
　
　
　
　
　
主
任
介
護
支

　
　
　
　
　
　
援
専
門
員
、

　
　
　
　
　
　
保
健
師
、
社

　
　
　
　
　
　
会
福
祉
士
の

３
種
類
の
資
格
者
の
配
置
が

必
要
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
改
正
で

は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
町
内
に

複
数
あ
る
場
合
、
２
種
類
の

資
格
者
の
配
置
の
組
合
せ
で

良
く
な
る
。
こ
の
３
種
類
の

資
格
は
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
性

が
あ
り
、
３
職
種
の
役
割
を

２
職
種
で
担
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
職
員
の
負
担
増
が
考

え
ら
れ
る
。

　
現
状
、
当
町
に
は
同
セ
ン

タ
ー
が
１
カ
所
な
の
で
、
直

接
影
響
は
な
い
が
、
こ
の
改

正
を
許
せ
ば
、
地
域
の
多
様

な
困
難
ケ
ー
ス
を
支
え
て
き

た
各
職
員
の
負
担
が
増
え
、

地
域
の
高
齢
者
が
在
宅
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
困
難

に
な
る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

利
用
者
増
の
要
因
は
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
も
多

か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
講

師
は
お
願
い
し
た
の
か
。

討
論

反
対

河
村

地
域
住
民
課
長

ドッジボールを楽しむ子どもたち！
（令和 6年 9月 28日、佐賀児童館）

前
記
３
件
の
概
要
は
、
令

和
５
年
度
決
算
に
伴
う
翌
年

度
繰
越
金
の
追
加
や
、
基
金

へ
の
積
立
金
な
ど
の
補
正
。

　
以
上
３
件
　
可
決
（
全
員
）

●
水
道
事
業
特
別
会
計

　
５
２
０
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
１

６
７
万
円
と
す
る
も
の
。

　
こ
の
補
正
は
、
水
質
検
査

項
目
の
追
加
に
よ
る
手
数
料

の
補
正
と
、
施
設
修
繕
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
の
も
の
。

　
　
　
　   

　
可
決
（
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計

　
３
５
７
６
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
22
億

４
２
３
６
万
円
と
す
る
も

の
。

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
７
７
７
４
万
円
を
増
額

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
19
億

２
４
０
５
万
円
と
す
る
も

の
。

●
宮
川
奨
学
資
金
特
別
会
計

　
７
０
５
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
０
６
６

万
円
と
す
る
も
の
。

●
横
浜
更
新
住
宅
建
築
主
体

工
事

工
区
の
請
負
契
約
の

締
結

〇
契
約
金
額
　

　
　
　
　
　
５
１
０
０
万
円

〇
契
約
先
　
黒
潮
町
伊
与
喜

43
番
地
５
、
株
式
会
社
土
居

建
設

                  
可
決
（
全
員
）

●
横
浜
更
新
住
宅
建
築
主
体

工
事

工
区
の
請
負
契
約
の

締
結

〇
契
約
金
額

　
　
　
　
　
５
３
２
６
万
円

〇
契
約
先
　
黒
潮
町
入
野
２

５
８
４
番
地
、
西
南
綜
合
建

設
株
式
会
社

                  

可
決
（
全
員
）

●
衛
生
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設

備
改
良
工
事
の
請
負
契
約
の

締　
内
容
は
、
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
適
正
処
理
へ
の
対

応
、
維
持
管
理
費
お
よ
び
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
の

た
め
、
機
械
設
備
を
改
良
す

る
も
の
。

　
契
約
の
方
法
は
、
一
般
競

争
入
札
。
参
加
事
業
者
１
社

で
行
わ
れ
た
。

〇
契
約
金
額
　

　
　

16
億
６
１
０
０
万
円

〇
契
約
先
　
大
阪
市
住
之
江

区
南
港
北
１
丁
目
７
番
89

号
、
日
立
造
船
株
式
会
社

〇
工
期
　
令
和
６
年
９
月
30

日
〜
令
和
９
年
６
月
30
日

                 

可
決
（
全
員
）

糞尿を分離加工し無色無臭
の液体（写真）・気体化し
て自然界に。及び、固形化
して焼却処分するとのこと

水
質
検
査
項
目
と

  

施
設
修
繕
を
追
加

決
算
に
伴
う

　
　
　  

補
正
３
件

横
浜
更
新
住
宅

４
棟
建
設
へ

更
地
状
態
の
建
設
予
定
地

（
令
和
６
年
10
月
１
日
、
横
浜
）

（
写
真
は
全
て
10
月
上
旬

  

撮
影
）

改
良
予
定
の
脱
臭
塔
（
右
）、

　
　
膜
分
離
装
置
（
左
）

令
和
６
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

請
負
契
約
の
締
結

　
契
約
の
方
法
は
、
共
に
指
名
競
争
入
札
。
町
内
の
指
名
業

者
10
社
の
う
ち
６
社
が
辞
退
し
、
４
社
で
行
わ
れ
た
。

　
工
事
内
容
は
、
Ⅰ
工
区
が
１
階
建
て
１
棟
、
２
階
建
て
１

棟
、
Ⅱ
工
区
が
２
階
建
て
２
棟
の
建
築
。
工
期
は
、
共
に
令

和
６
年
９
月
20
日
〜
令
和
７
年
２
月
28
日
。

黒潮町衛生センター（灘）

衛
生
セ
ン
タ
ー

基
幹
的
設
備
改
良
を

秋風に揺れる
   キバナコスモス
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歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
６
億
１
４
４

７
万
円
と
な
り
、
こ
の
う
ち
翌
年
度
に
繰
り
越
す
事
業
の
財

源
は
３
億
６
４
２
８
万
円
。
ま
た
、
実
質
収
支
額
は
２
億
５

０
１
８
万
円
で
、
こ
の
実
質
収
支
額
か
ら
基
金
へ
の
繰
入
額

は
２
億
円
と
し
、
基
金
へ
の
繰
入
額
を
差
し
引
い
た
純
然
た

る
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
は
５
０
１
８
万
円
と
な
っ
た
。

　
歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
９
億
６
４
２
万
円

で
、
対
前
年
度
比
１
億
６
６
６
６
万
円
、
15
・
５
％
減
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
や
補
助
金
に
加
え
、
物
価
高
騰
対
応
の
臨
時
交
付
金
、

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
、
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
な
ど
、
総
額
は
16
億
１
８
３
４
万
円

で
、
対
前
年
度
比
９
２
０
５
万
円
、
６
・
０
％
増
と
な
っ
た
。

　
歳
出
の
義
務
的
経
費
は
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
の
プ

ラ
ス
改
定
に
よ
り
人
件
費
は
増
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

や
児
童
手
当
に
係
る
扶
助
費
は
減
と
な
り
、
公
債
費
に
お
い

て
は
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
元
利
償
還
金
な
ど
の
増
に

よ
り
４
９
０
３
万
円
、
３
・
１
％
増
と
な
っ
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
普
通
建
設
事
業
の
補
助
事
業
、
単
独
事

業
、
及
び
災
害
復
旧
事
業
も
、
前
年
度
比
較
で
減
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
等
の
決
算
に
お
け
る
健
全
化
判
断
比
率

の
状
況
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
12
・
２
％
、
実
質
赤
字
比

率
は
、
昨
年
同
様
に
算
定
の
数
値
は
な
く
、
値
は
マ
イ
ナ
ス

５
・
09
％
と
健
全
財
政
と
な
っ
て
い
る
。

■

■

■

令和５年度　一般会計決算

物価高騰対策、脱炭素移行・再エネ推進などで

町民が納める税金
　　　　　８億６２７２万円

自主財源 １５億９８３８万円

自治体運営の均衡を保つた
め、国から地方へ配分される
お金　　４４億６８３８万円

決まった目的に使うための
費用の一部、または全部を
国、県から交付されるお金
　　　２４億４８６９万円

ふるさと納税等の寄附金
　　　　９億１９６９万円

町が事業費用の財源不足を
補うための借り入金
 　  　　 ８億８３３５万円

依存財源３.２％ 
　　　３億６９９８万円

職員給与などにかかる費用
　  　 １６億６３２７万円

福祉施策などにかかる費用
　　　　８億１８８５万円

町債を返納する費用
　　１６億２７４８万円

災害復旧事業を除く投資的
な費用１６億１２００万円

災害復旧事業費１.１％
　　　１億２０９７万円

消費的性質の費用
　　２１億３０１１万円

各団体への補助費
　　　 １８億８９２５万円

他の特別会計などへ繰り出す
費用　　９億８１２３万円

その他０.８％ ９４０８万円

●
令
和
５
年
度 

一
般
会
計
決
算
の
認
定

○
歳
入
決
算
額
　
　
１
１
５
億
５
１
７
１
万
円

　
対
前
年
度
比
２
億
９
０
１
万
円
、
１
・
８
％
の
増
。

○
歳
出
決
算
額
　
　
１
０
９
億
３
７
２
４
万
円

　
対
前
年
度
比
１
２
１
３
万
円
、
０
・
１
％
の
増
。

認
定
（
全
員
）

歳入 歳出

0

50

100

109

（億円）

町税７.５％

地方交付税

３８.７％

国・県支出金

２１.２％

寄附金８.０％

町債７.６％

その他１３.８％ 人件費１５.２％

扶助費７.５％

公債費１４.９％

普通建設事業費

１４.７％

物件費１９.５％

繰出金９.０％

補助費等１７.３％

０.１％増 1０９億 4千万円弱

歳
出

歳
入

田ノ口小学校屋上

保健福祉センター

佐賀小学校屋上

南部保育所屋上

ビオス大方屋上 湊川ふれあいセンター屋上くじら保育所カーポート

かつおたたきセット

～令和 5年度に人気のあった返礼品の一例～

土佐文旦 缶詰セット
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そ
う
し
た
場
合
、
結
果
と

し
て
財
政
処
置
な
ど
が
有
利

に
な
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
辺
地
に
該
当
す
る
た
め
に

は
、
人
口
要
件
と
地
理
的
要

件
が
あ
る
。

　
今
回
、
熊
野
浦
と
鈴
に
お

い
て
の
事
業
計
画
を
受
け
、

人
口
要
件
に
合
う
よ
う
両
地

区
を
統
合
し
た
形
で
、
新
た

な
計
画
を
策
定
し
た
。

　
中
の
川
な
ど
、
他
の
地
区

に
も
人
口
要
件
な
ど
で
統
合

の
可
能
性
が
あ
る
所
も
あ
ろ

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
17
億
６
２
８
４
万
円

　
不
納
欠
損
額
は
66
万
円
、

収
入
未
済
額
９
０
７
万
円
。

・
国
民
健
康
保
険
税
収
入

　
　
　
２
億
５
２
５
６
万
円

　
前
年
度
比
６
７
０
万
円
減
。

収
入
未
済
額
は
９
４
１
万
円

で
、
前
年
度
比
28
万
円
減
。

・
県
支
出
金

　
　
　
　
13
億
４
６
０
万
円

　
前
年
度
比
１
億
９
３
３
５

万
円
増
。

・
繰
入
金
　

　
　
　
１
億
６
５
８
０
万
円

　
前
年
度
比
２
８
２
万
円
減
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
17
億
２
７
０
７
万
円

　
前
年
度
比
１
億
９
６
７
７

万
円
増
。
な
お
、
歳
入
と
歳

出
の
差
引
残
額
は
３
５
７
６

万
円
。

・
保
険
給
付
費

　
　
　
12
億
５
８
５
６
万
円

　
前
年
度
比
１
億
９
１
１
１

万
円
増
。

・
納
付
金

　
　
　
３
億
５
７
６
４
万
円

　
県
に
納
付
し
て
い
る
各
種

負
担
金
で
、
前
年
度
比
１
２

０
６
万
円
減
。

・
積
立
金
　
３
８
６
０
万
円

　
同
事
業
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
み
立
て
で
、
昨
年
度
比

１
１
６
２
万
万
円
増
。

　
　 

　
　 

　
認
定
（
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
直
診
特
別

会
計

○
歳
入
総
額 

　
　
　
　
　
５
７
６
７
万
円

・
診
療
収
入    

９
８
１
万
円

　
前
年
度
比
61
万
円
増
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
３
７
０
０
万
円

　
前
年
度
比
１
０
０
０
万
円

増
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
　
　
５
７
１
１
万
円

　
前
年
度
比
１
５
２
０
万
円

増
。

　
差
引
残
額
は
56
万
円
。

　
　
　
　 

　 

認
定
（
全
員
）

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
16
億
７
６
５
０
万
円

・
保
険
料  

　
　
　
２
億
６
５
１
０
万
円

　
収
入
未
済
額
96
万
円
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
２
億
６
７
６
６
万
円

○
歳
出
総
額

　
　
　
15
億
９
９
０
６
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
７
７
４
３
万
円
。

・
保
険
給
付
費

　
　
　
14
億
６
７
８
８
万
円

　
前
年
度
比
４
９
２
３
万
円

減
。

　
　
　
　
　   
認
定
（
全
員
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
１
６
４
３
万
円

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
１
６
４
３
万
円

　
差
引
残
額
は
６
７
３
円
。

　
収
入
未
済
額
は
な
し
。
　

　
　
　
　
　   

認
定
（
全
員
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事

業
特
別
会
計
。

○
歳
入
総
額

　
　
　
２
億
３
８
２
３
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
１
億
４
６
９
０
万
円

　
還
付
未
済
額
を
除
い
た
保

険
料
収
入
未
済
額
は
７
万
円

で
、
前
年
度
比
16
万
円
減
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
８
１
０
１
万
円

　
前
年
度
比
２
３
５
万
円
増
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
２
億
３
１
２
４
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
６
９
９
万
円
。

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金  

　
　
　
２
億
１
６
９
９
万
円

　
前
年
度
比
９
５
８
万
円
増
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計

　
本
事
業
は
、
貸
付
事
業
が

終
了
し
、
貸
付
金
回
収
の
み
。

○
歳
入
総
額
　

　
　
　
　
　
１
６
１
３
万
円

　
収
入
未
済
額
は
５
９
２
２

万
円
で
、
前
年
度
比
２
５
８

万
円
減
。

○
歳
出
総
額
　
　
　
99
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
１
５
１
３
万
円
。

　
　
　
　
　  

認
定
（
全
員
）

●
宮
川
奨
学
資
金
特
別
会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
２
０
２
７
万
円

・
返
還
金   

１
６
５
３
万
円

　
収
入
未
済
額
は
６
５
６
万

円
、
前
年
度
比
９
万
円
減
。

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
１
３
２
１
万
円

　
不
用
額
は
１
万
円
。

・
奨
学
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
８
４
０
万
円

・
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　
４
７
８
万
円

　
ま
た
、
差
引
残
額
、
翌
年

度
繰
越
額
共
に
７
０
５
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
３
億
６
７
４
万
円

・
使
用
料
及
び
加
入
料
等

　
　
　
１
億
３
５
３
６
万
円

　
昨
年
度
よ
り
４
９
２
万
円

増
。
収
入
未
済
額
は
51
万
円

で
前
年
度
比
５
万
円
減
。

・
繰
入
金 

　
　
　
１
億
６
０
５
０
万
円

○
歳
出
総
額

　
　
　
　
３
億
６
６
６
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
８
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
給
与
等
集
中
処
理
特
別
会

計　
水
道
事
業
会
計
を
除
く
各

会
計
の
特
別
職
、
一
般
職
の

人
件
費
を
一
括
で
処
理
し
て

い
る
も
の
。

○
歳
入
総
額
・
歳
出
総
額
共

に
　
　
13
億
８
９
３
２
万
円

　
前
年
度
比
９
７
２
万
円
減
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
水
道
事
業
特
別
会
計

　
主
な
建
設
改
良
工
事
は
、

有
井
川
地
区
基
幹
管
路
更
新

工
事
、
佐
賀
地
区
基
幹
管
路

更
新
工
事
、
小
黒
ノ
川
地
区

配
水
管
移
設
工
事
を
施
工
。

　
ま
た
、
鞭
と
湊
川
の
取
水

ポ
ン
プ
の
取
替
工
事
と
上
川

口
浄
水
場
へ
の
色
度
濁
度
計

の
設
置
工
事
、
佐
賀
地
区
低

区
配
水
池
の
流
量
計
更
新
工

事
等
も
行
っ
た
。

○
事
業
収
益

　
　
　
２
億
９
５
１
９
万
円

　
前
年
度
比
18
・
７
％
増
。

令
和
５
年
度 

特
別
会
計
決
算
の
認
定

●
馬
荷
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
変
更

　
今
回
の
計
画
変
更
は
、
本

計
画
期
間
内
の
事
業
費
等
の

変
更
に
伴
い
、
辺
地
債
の
予

定
額
を
増
額
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
可
決
（
全
員
）

●
鈴
・
熊
野
浦
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
策
定

　
鈴
地
区
と
熊
野
浦
地
区
に

お
い
て
、
今
年
度
か
ら
実
施

計
画
の
町
道
成
又
熊
野
浦
と

町
道
熊
ノ
浦
海
岸
線
の
道
路

改
良
事
業
、
ヒ
ジ
ロ
ケ
谷
橋

と
ウ
タ
ノ
ハ
エ
橋
の
橋
梁
改

修
事
業
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら

○
事
業
費
用
　

　
　
　
２
億
４
０
５
２
万
円

　
前
年
度
比
１
・
８
％
増
。

　
増
加
の
主
な
要
因
は
、
原

水
及
び
浄
水
費
の
修
繕
料
の

増
加
と
配
水
及
び
給
水
費
の

修
繕
料
の
増
加
、
総
係
費
の

給
料
、
手
当
の
増
加
。

　
当
年
度
は
、
事
業
収
益
、

事
業
費
用
共
に
増
加
と
な
り
、

損
益
で
は
５
４
６
７
万
円
の

純
利
益
と
な
っ
た
。　
　
　

　
　
　
　 

　 

認
定
（
全
員
）

●
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
１
０
３
７
万
円

○
歳
出
総
額
　
８
５
６
万
円

　
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越
額

共
に
１
８
１
万
円
。　

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額
　
　

　
　
　
　
　
８
４
７
２
万
円

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
８
１
９
６
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
２
７
５
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

実
施
予
定
の
町
道
荷
稲
鈴
線

道
路
改
良
事
業
を
行
う
新
た

な
５
カ
年
計
画
を
策
定
す
る

も
の
。　

　
こ
の
議
案
は
、
辺
地
計
画

の
事
業
の
変
更
だ
が
、
構
成

す
る
地
域
の
変
更
が
出
来
る

の
で
あ
れ
ば
、
隣
接
の
中
の

川
地
区
も
辺
地
に
該
当
す
る

と
思
う
が
、
区
域
を
広
げ
る

の
は
難
し
い
こ
と
か
。

う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

に
は
県
の
事
前
の
承
認
や
協

議
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
そ
れ
ら
も
考
え

な
が
ら
辺
地
事
業
を
よ
り
有

利
に
う
ま
く
活
用
で
き
る
よ

う
、
工
夫
し
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
。

　
工
事
場
所
は
、
残
土
を
入

れ
て
い
る
所
で
は
と
思
う
が
、

こ
の
工
事
を
４
１
０
万
円
で

出
来
る
の
か
と
、
予
算
措
置

の
状
況
は
。

　
ま
た
、
今
回
の
説
明
で
は
、

平
面
図
な
ど
の
説
明
資
料
が

全
く
な
い
。
計
画
を
出
す
時

は
少
な
く
と
も
平
面
図
は
必

要
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
こ
の
工
事
に
つ
い
て
は
、

成
又
熊
野
浦
線
の
言
わ
れ
て

い
る
箇
所
に
な
る
。

　
こ
の
改
良
す
る
場
所
が
、

勾
配
が
急
峻
で
道
路
構
造
令

に
合
わ
ず
、
そ
の
方
法
で
は

出
来
な
い
た
め
、
現
道
部
分

の
拡
幅
を
計
画
し
た
も
の
。

　
こ
の
成
又
熊
野
浦
線
の
改

良
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
熊

野
浦
と
鈴
の
方
に
も
、
地
区

懇
を
開
催
し
、
意
見
な
ど
も

頂
い
た
。
そ
の
折
、
現
状
の

未
改
良
箇
所
の
拡
幅
に
つ
い

て
は
了
承
を
頂
い
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
の
予
算
は
、
当

初
予
算
に
て
措
置
し
て
い
る
。

　
そ
れ
以
降
の
県
道
ま
で
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
改
良
の
予
定
は
な
い
。

　
要
望
の
、
こ
の
辺
地
計
画

の
図
面
は
、
総
務
委
員
会
に

追
加
資
料
と
し
て
提
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

馬
荷
辺
地
の

辺
地
債
予
定
額
増
額

鈴
・
熊
野
浦
辺
地

 

総
合
整
備
計
画
を

山
本 

久
夫 

議
員

矢
野 

昭
三 

議
員

河
村 

建
設
課
長

成
又
熊
野
浦
線
の
道
路
拡
幅

部
。
右
側
は
残
土
を
入
れ
て

い
る
場
所

地

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長
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澳本

補
正
予
算
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一般質問とは、町政
全般について、フ
リーテーマで行政側
に質問するもので、
議員の権利のひとつ
となっています。

松
本
町
長
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河
村 

地
域
住
民
課
長

秋
森 

産
業
推
進
室
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

河
村 

地
域
住
民
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

松
本 

町
長

今
西 

海
洋
森
林
課
長

佐賀児童館も
　土曜日が開館と
　　　　なっている
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〜

松
本 

町
長

松
本 

町
長

村
越 

情
報
防
災
課
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

渡
辺 

企
画
調
整
室
長

矢野 依伸 議員
や   の　  よりのぶ
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〜

松
本
町
長

德

岡
本
教
育
次
長

町
松
本
町
長

渡
辺
企
画
調
整
室
長

岡
本
教
育
次
長
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抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
１

回
あ
た
り
１
万
円
程
度
の
窓

口
負
担
が
発
生
す
る
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
薬
と
比
較
し

て
、
非
常
に
高
額
で
あ
る
。

現
実
に
、
地
域
で
も
通
院
は

し
た
が
、
解
熱
剤
だ
け
で
済

ま
せ
て
長
く
後
遺
症
が
続
い

て
い
る
人
も
い
る
。
薬
な
ど

の
自
己
負
担
を
他
の
感
染
症

の
も
の
と
同
水
準
と
す
る
な

ど
、
新
た
な
公
費
補
助
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
５
類
に
な
り
、
国
や
県
の

補
助
金
が
な
い
の
で
、
治
療

薬
の
自
己
負
担
軽
減
策
を
考

え
て
い
な
い
が
、
基
本
的
な

感
染
症
予
防
方
法
を
周
知
啓

発
す
る
こ
と
で
、
感
染
予
防

に
努
め
る
。

　
　
介
護
や
障
害
者
施
設
の

利
用
者
、
職
員
へ
の
集
中
的

検
査
の
再
開
の
考
え
は
な
い

か
。

　　
今
の
と
こ
ろ
、
公
費
で
集

中
検
査
を
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
経
済
的
理
由
で
エ
ア
コ

ン
が
な
い
高
齢
者
へ
の
支
援

対
策
は
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
、
家
に
エ

ア
コ
ン
が
あ
っ
て
も
電
気
代

を
抑
え
た
い
、
エ
ア
コ
ン
は

冷
え
す
ぎ
て
体
に
よ
く
な
い

と
感
じ
て
い
る
方
や
、
加
齢

に
よ
り
暑
さ
を
感
じ
に
く
い

等
の
理
由
で
、
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
な
い
高
齢
者
の
方
を
問

題
視
し
て
い
る
。

　
　
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

新
聞
報
道
で
も
あ
っ
た
が
、

実
際
に
現
場
で
は
、
ど
う
い

う
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
た
時
に
は
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
に
よ
り
、
周
知
を
図

る
と
と
も
に
、
各
種
集
ま
り

で
熱
中
症
予
防
の
説
明
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー(

危
険
な
暑
さ
か
ら
避

難
で
き
る
施
設
等)

の
指
定

促
進
と
積
極
的
な
利
用
周
知

を
行
っ
て
い
る
か
。

　
本
町
で
は
、
役
場
施
設
や

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
あ
か
つ
き
館
な
ど
の

図
書
館
な
ど
、
開
館
中
で
あ

れ
ば
誰
で
も
行
く
こ
と
が
で

き
る
施
設
が
あ
る
。

　
今
後
、
事
業
所
等
へ
の
説

明
を
行
い
、
同
意
が
得
ら
れ

た
場
所
を
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
指
定
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

コロナ支援対策

熱中症対策

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
を

今
後
、
事
業
所
等
へ
説
明
を
行
う

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

野
村 

健
康
福
祉
課
長

　　
脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
を

推
進
す
る
事
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
防
災
力
の
向
上

に
繋
が
る
。
自
治
体
出
資
の

有
無
や
割
合
な
ど
の
形
態
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
状
況
に
よ
り

自
治
体
関
与
の
程
度
は
異
な

る
が
、
金
融
機
関
や
民
間
事

業
者
な
ど
が
出
資
す
る
こ
と

は
、
需
要
面
で
も
大
変
意
義

あ
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業
の
計

画
提
案
時
に
、
共
同
提
案
者

と
し
て
参
画
し
た
金
融
機
関

と
は
、
今
後
出
資
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
。

　
こ
の
事
業
の
設
立
目
的
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

解
消
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、

現
場
作
業
に
つ
い
て
は
、
町

内
事
業
者
に
実
施
し
て
も
ら

う
事
が
大
き
な
目
標
だ
と
考

え
て
い
る
。
不
足
し
て
い
る

ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
あ
る
程
度
専

門
性
の
高
い
事
業
者
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

今
後
は
、
そ
う
い
っ
た
現
場

作
業
を
、
地
域
と
し
て
担
っ

て
い
く
こ
と
が
、
最
終
的
な

目
標
だ
と
考
え
て
い
る
。

宮
川 

環
境
政
策
室
長

宮
川 

環
境
政
策
室
長
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８
月
８
日
の
日
向
灘
の

地
震
に
よ
り
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
の
巨
大
地
震
注

意
が
出
た
影
響
で
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
観
光
に
お

い
て
の
経
済
効
果
の
損
失
が

大
き
か
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
地
震
の
臨
時

情
報
に
よ
る
同
じ
よ
う
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。

　
情
報
は
必
要
で
あ
る
が
、

情
報
に
よ
る
被
災
前
災
害
も

あ
る
。

　
災
害
補
償
の
対
策
を
国
や

県
に
要
望
を
。

　
今
回
の
臨
時
情
報
で
大
き

な
影
響
を
受
け
た
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
、
宿
泊
、
体
験
、
飲

食
の
宴
会
の
キ
ャ
ン
セ
ル
な

ど
、
42
事
業
者
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
算
出
し
た
直
接

的
被
害
額
の
概
算
は
１
３
６

６
万
円
、
延
べ
人
数
で
１
６

６
８
人
の
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
県
知
事
に
報
告
し
協
議
し

た
結
果
は
、
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
、
資
金
的
に
厳
し

い
企
業
に
対
す
る
資
金
繰
り

の
支
援
な
ど
、
配
慮
は
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
の
回
答
を
も
ら
っ
て
い

る
。

　
今
後
、
町
と
し
て
も
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
６
月
に
も
部
活
動
の
地

域
移
行
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
移
行
期
間
が
来
年
度
中

で
、
令
和
８
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
と
い
う
国
の
意

向
が
あ
る
の
で
、
あ
え
て
今

回
も
続
け
て
質
問
す
る
。

　
６
月
以
降
の
進
捗
状
況
と

そ
の
内
容
は
。

　
６
月
以
降
は
、
係
、
課
内

及
び
庁
内
協
議
な
ど
含
め
、

８
回
の
協
議
会
を
重
ね
て
き

た
。

　
そ
の
中
で
、
リ
モ
ー
ト
に

よ
る
外
部
の
有
識
者
ア
ド
バ

臨時情報の影響

災
害
補
償

国
・
県
に
要
望
を

関
係
機
関
と
連
携
し
協
議
す
る

イ
ス
会
議
を
２
回
開
催
し
、

さ
ら
に
、
全
て
の
中
学
生
及

び
全
教
職
員
へ
３
回
目
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

部
活
動
地
域
移
行
地
域
連
携

促
進
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

学
校
と
教
育
委
員
会
で
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
き
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、

本
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

県
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課

課
長
の
同
席
を
含
め
、
２
度

の
協
議
も
重
ね
て
き
た
と
こ

ろ
だ
。

　
財
政
問
題
、
外
部
委
託
問

題
や
大
方
中
学
校
と
佐
賀
中

学
校
の
距
離
が
離
れ
て
お
り
、

特
に
平
日
の
場
合
に
は
、
移

動
時
間
、
活
動
時
間
及
び
帰

宅
の
時
間
な
ど
、
生
徒
の
健

康
、
安
全
面
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

　
単
純
に
地
域
移
行
だ
け
で

考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域

移
行
の
方
向
性
は
考
え
つ
つ

も
、
当
面
の
対
応
も
考
え
て

い
く
中
で
、
合
同
チ
ー
ム
や

拠
点
校
部
活
動
、
そ
し
て
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
素
も
考
え
な
が
ら
協
議

を
進
め
て
い
る
。

秋
森
産
業
推
進
室
長

岡
本
教
育
次
長

いつもはスポーツツーリズムで賑やかな球技場

地域移行で部活動の活性化



顔なじみのメンバーで楽しいひと時を（令和６年９月28日、佐賀児童館）
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
時
節
の
変
化
は
早
く
、

猛
暑
が
終
り
、
朝
晩
の
冷

え
込
み
が
進
む
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
国
会
で
は
石
破
内
閣
が

誕
生
し
、
解
散
、
衆
議
院

選
挙
へ
と
進
み
、
我
が
黒

潮
町
で
は
、
大
西
町
長
が

返
り
咲
き
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
が
待
っ
た
な

し
で
進
み
、
少
子
高
齢
化

の
歯
止
め
も
か
か
ら
な
い

現
状
下
、
住
民
、
行
政
、

議
会
が
共
に
協
調
し
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
仕
組
み
作
り
を
模
索
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
今
後
も
、
地
域
に
足
を

運
び
、
住
民
の
声
を
町
に

届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
山
本 

牧
夫
） 


